
別紙様式２

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 令和２年度～令和６年度（５年間）

事業実施地区名 （ひろとがわ） 事業実施主体 九州森林管理局

（都道府県名） 広渡川森林計画区 宮崎南部森林管理署

（宮崎県）

事業の概要・目的 本事業は、宮崎県の南部に位置する日南市、串間市に所在する国有林野

29,091haを対象としている。

本計画区は、広渡川、酒谷川、福島川等の中・上流部に位置し、水源かん
さかたに

養保安林が90％を占め、下流部の日南市の水源地として重要な役割を担って

おり、良質で豊かな水の供給に係る機能の発揮を目的とする水源涵養タイプ
かん

の森林について、計画的に整備することとしている。

また、南郷地区では周辺に起伏の激しい山々が南北に連なることから、山

地災害防止機能の発揮が期待されており、土砂の流出・崩壊等山地災害の防

止を目的とする山地災害防止タイプの森林に対する整備を計画している。

このほか、本計画区には鰐塚山、猪八重渓谷、男鈴山、鹿 久 山、赤池渓谷
わにつか いの は え お すず か きゆうさん

などの自然休養林や風景林等のレクリエーションの森等があり、当該箇所に

おいても整備を計画している。

本事業では、森林の有する水源涵養機能、山地災害防止機能、保健文化機

能などの公益的機能の持続的な発揮と併せ、木材の安定供給、地球温暖化の

防止及び地域の活性化に寄与するため、植栽や間伐等の森林整備を積極的に

実施するとともに、森林整備の効率的な実施に必要な路網整備に取り組むこ

ととしている。

具体としては、令和２年度～令和６年度の５年間で人工林を主体とした育

成林2,049ha（育成単層林1,998ha、育成複層林51ha）の更新、保育13,959ha

(下刈6,412ha、つる切766ha、除伐1,020ha、保育間伐5,761ha)を実施すると

ともに、木材生産を175万㎥（主伐112万㎥、間伐63万㎥）計画し、地域の林

業・木材産業の活性化に取り組むほか、低コストの林業専用道を58㎞開設す

るとともに、既設林道の機能向上のため、舗装等の改良を28㎞計画するな

ど、森林整備の推進を図ることとしている。

なお、これまでの事業評価結果を踏まえ、事業の実施に当たっては、効率

的かつ効果的な実施に努め、国土の保全、自然環境の維持に配慮しつつ、森

林整備の低コスト化に向けた取組として、列状間伐や路網と高性能林業機械

を組み合わせた高効率・低コストな作業システムの定着、下刈の回数を減ら

す等の低コスト造林の導入・定着を図ることとする。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 2,049ha

保育面積 13,959ha

路網整備 開設延長 58km

改良延長 28km

・総事業費 10,435,612千円（税抜き 9,486,920千円）

費用便益分析 総 便 益（Ｂ） 38,138,148（千円）

総 費 用（Ｃ） 12,973,051（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） 2.94

森林管理局事業評価 事業の必要性、効率性、有効性が認められることから、本事業の実施は妥

技術検討会の意見 当と判断される。
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評価結果 ・必要性： 本事業は、森林の有する公益的機能の持続的な発揮に資するこ

と、また、事業の実施を通じて生産された木材を安定供給するこ

とにより地域の林業・木材産業の振興に寄与していることから、

その必要性が認められる。

・効率性： 森林整備については、列状間伐や高性能林業機械による低コス

トで効率的な作業システムの定着を図ることとしている。

また、路網整備では、トラックの通行できる路網がないため、

林業機械での長距離運搬となっている非効率な箇所の整備を優先

すること、森林整備事業箇所へのアクセスを向上させる路網設計

を採用することによりコスト縮減を図ることとしている。

これらについては、費用便益分析の結果からも効率性が認めら

れる。

・有効性： 密度調整が必要な林分での間伐等の実施により、森林の有する

公益的機能が持続的に発揮されることが見込まれるとともに、整

備した路網を活用することにより木材の安定供給が図られ、引き

続きその効果が発現されると見込まれる。

また、完了後の評価結果を踏まえた事業内容となており、事業

の有効性が認められる。

新規事業採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用便益分析及

び各観点からの評価を踏まえて総合的に評価したところ、森林の重視すべき

機能の区分に応じた適切な森林整備及び路網整備が効果的・効率的に計画さ

れているものと認められる。

注） 国有林野においては、公益機能の維持増進を旨とした管理経営を行うため、「山地災害防止タイプ（土砂流出・崩壊防備エリア、

気象害防備エリア）」「自然維持タイプ」「森林空間利用タイプ」「快適環境形成タイプ」「水源涵養タイプ」の機能類型区分を行

い、各機能の発揮を目的とした管理経営を行っている。



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 宮崎県

施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

水源涵養便益 洪水防止便益 7,839,027

流域貯水便益 3,656,638

水質浄化便益 12,812,267

山地保全便益 土砂流出防止便益 5,728,359

環境保全便益 炭素固定便益 1,677,995

木材生産等便益 木材利用増進便益 499,602

木材生産確保・増進便益 1,504,635

森林整備経費縮減等便益 森林整備促進便益 4,419,625

総　便　益    （Ｂ） 38,138,148

12,973,051

38,138,148

12,973,051

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 2.94

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

森林環境保全整備事業（国有林）

広渡川森林計画区

大　区　分 備　　　　考



森林環境保全整備事業 広渡川森林計画区 事業概要図

凡 例

評価区域

国有林



広渡川森林計画区林道開設
保育間伐（活用型）
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